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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

米
中「
関
税
戦
争
」の
行
方

「
中
国
有
利
」の
観
測

米
国
は
景
気
後
退
の
懸
念
も

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
発
足
し
て
1
0
0
日
が
経
過
し
た
。
2
期
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
準
備
期
間
も
そ
こ
そ
こ
に
矢
継
ぎ
早
に
政
策

を
繰
り
出
し
た
。
こ
の
間
、
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
全
世
界
を
敵

に
回
し
て
ぶ
ち
上
げ
た
高
関
税
政
策
だ
ろ
う
。
自
由
経
済
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
と
の
懸
念
を
よ
そ
に
、「
米
国
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
黄

金
時
代
を
築
く
」
と
訴
え
る
。
本
丸
と
す
る
の
は
中
国
だ
。
無
謀
な

貿
易
戦
争
に
果
た
し
て
勝
算
は
あ
る
の
か
。

「
相
互
関
税
」
は
「
米
国
解
放
の
日
」

　
「
今
日
は
米
国
の
『
解
放
の
日
』
と
し
て
永
遠
に
記
憶
さ
れ
る
。

こ
れ
は
経
済
の
『
独
立
宣
言
』
だ
」。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
4
月

2
日
、
世
界
各
国
・
地
域
か
ら
の
輸
入
品
に
対
し
て
「
相
互
関
税
」

を
課
す
と
公
表
し
た
。
一
律
10
%
（
基
本
税
率
）
の
関
税
を
か
け
た

う
え
で
、「
最
悪
の
違
反
者
」
と
一
方
的
に
認
定
し
た
約
60
カ
国
・

地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
税
率
（
上
乗
せ
税
率
）
を
加
算
す
る
。
年

第２期トランプ政権

定点
観測
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1
・
2
兆
ド
ル
（
約
1
7
9
兆
円
）
を
超
え
る
米
国
の
貿
易
赤
字
や

国
内
産
業
の
空
洞
化
を
「
国
家
の
緊
急
事
態
」
と
認
定
し
、
大
統
領

権
限
で
関
税
を
発
動
す
る
と
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
南
庭
で
の
演
説
で
、「
諸
外
国

は
米
国
製
品
に
多
額
の
関
税
を
か
け
、
法
外
な
非
関
税
障
壁
を
設
け

て
米
国
の
産
業
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
き
た
」「
働
き
者
の
米
国
市

民
は
他
の
国
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
を
傍
観
す
る
こ
と
を
強
い
ら

れ
て
い
た
。
今
度
は
我
々
が
繁
栄
す
る
番
だ
」
と
訴
え
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、
製
造
業
が
流
出
し
、
巨
額
の
貿
易
赤
字
を

抱
え
る
事
態
に
陥
っ
た
の
は
、「
米
国
が
世
界
の
食
い
物
に
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、「
食
い
物
」
に
し
て
き
た
と
い
う
国
と
地
域
に

序
列
を
付
け
、
追
加
税
率
を
一
覧
に
し
た
パ
ネ
ル
を
掲
げ
て
、
逐
一
、

批
評
し
て
い
っ
た
。
日
本
に
は
基
本
税
率
と
上
乗
せ
税
率
を
合
わ
せ

て
合
計
24
%
の
追
加
関
税
が
適
用
さ
れ
る
。
ほ
か
は
、
▽
中
国
34
％

▽
欧
州
連
合
（
E
U
）
20
％
▽
韓
国
25
％
▽
台
湾
32
％
▽
イ
ン
ド

26
％
▽
ベ
ト
ナ
ム
46
％

─
な
ど
だ
。
基
本
税
率
は
米
東
部
時
間
5

日
午
前
零
時
過
ぎ
、
上
乗
せ
税
率
は
同
9
日
午
前
零
時
過
ぎ
に
発
動

す
る
と
発
表
し
た
。

債
券
安
で
唐
突
の
「
停
止
」

　

と
こ
ろ
が
、
だ
。
一
律
10
％
の
基
本
税
率
は
予
定
通
り
発
動
し
た

も
の
の
、
本
格
的
な
上
乗
せ
関
税
は
9
日
に
発
動
し
た
そ
ば
か
ら
、

ホワイトハウス南庭で「相互関税」を発表するトランプ米大統領＝2025年4月2日、
ホワイトハウスのFlickrから
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「
90
日
間
の
停
止
」
を
表
明
し
、
強
硬
一
辺
倒
か
ら
の
方
針
転
換
を

図
っ
た
。「
相
互
関
税
」
の
発
動
は
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
が
、
そ
れ

と
同
じ
く
ら
い
の
た
め
息
が
広
が
っ
た
。
国
際
経
済
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
る
「
相
互
関
税
」
を
発
表
す
れ
ば
、
世
界
は
同
時
株
安
が
進

行
し
、
米
国
経
済
へ
の
不
安
か
ら
世
界
で
最
も
安
全
な
資
産
と
さ
れ

る
米
国
債
が
売
り
込
ま
れ
る
、
と
多
く
の
市
場
関
係
者
が
予
想
し
た

通
り
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

価
格
の
下
落
は
金
利
の
上
昇
を
意
味
す
る
。
多
く
の
米
国
民
が
借

り
て
い
る
住
宅
ロ
ー
ン
、
自
動
車
ロ
ー
ン
、
教
育
ロ
ー
ン
な
ど
の
金

利
が
上
昇
す
れ
ば
支
払
額
が
膨
れ
上
り
、
節
約
し
よ
う
と
し
て
消
費

が
冷
え
る
。
企
業
も
借
り
入
れ
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
、
設
備
投
資
へ

の
意
欲
が
減
退
す
る
。
何
よ
り
大
き
い
の
は
、
大
量
の
債
券
を
保
有

す
る
銀
行
の
財
務
状
況
の
悪
化
だ
。
債
務
が
膨
ら
み
、
信
用
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
銀
行
破
綻
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
金
融
危

機
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
す
ら
あ
る
わ
け
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
90
日
間
の
停
止
」
を
、「
相
互
関
税
」
に
対
す

る
報
復
措
置
を
控
え
た
国
・
地
域
へ
の
、
あ
た
か
も
恩
赦
の
よ
う
に

位
置
付
け
る
が
、
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
米
国
債
の
金
利
上
昇
に

危
機
感
を
抱
い
た
ベ
ッ
セ
ン
ト
財
務
長
官
が
進
言
し
た
と
さ
れ
る
。

穏
健
派
で
知
ら
れ
る
ベ
ッ
セ
ン
ト
長
官
は
ウ
ォ
ー
ル
街
の
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
の
創
業
者
で
、
か
つ
て
は
世
界
的
な
投
資
家
ジ
ョ
ー
ジ
・

ソ
ロ
ス
の
も
と
で
働
い
た
金
融
の
プ
ロ
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も「
停
止
」

発
表
時
に
「
債
券
市
場
は
や
っ
か
い
だ
」
と
、
要
因
の
一
つ
だ
っ
た

こ
と
を
認
め
て
い
る
。

中
国
例
外
で
「
貿
易
戦
争
」
激
化

　

だ
が
、
こ
の
「
停
止
」
措
置
か
ら
例
外
と
な
っ
た
国
が
あ
る
。
中

国
だ
。
4
月
2
日
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
中
国
へ
の
34
％
関
税
を
発
表
す

る
と
、
中
国
は
同
4
日
に
同
率
の
34
％
の
報
復
関
税
を
か
け
る
と
表

明
し
た
。
す
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
相
互
関
税
」
を
上
乗
せ
し
て
合

計
1
0
4
％
に
引
き
上
げ
、「
報
復
す
る
な
と
警
告
し
た
の
に
、
中

国
は
そ
れ
を
無
視
し
た
」
と
、懲
罰
で
も
す
る
か
の
よ
う
に
「
停
止
」

か
ら
除
外
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
税
率
を
1
2
5
％
に
さ
ら
に
引

き
上
げ
、
一
部
の
製
品
を
除
い
て
合
計
1
4
5
％
と
い
う
法
外
な
関

税
を
課
す
こ
と
を
決
め
た
。

　

日
本
を
は
じ
め
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
を
試
み
よ
う
と
す
る
国
や
地

域
が
ほ
と
ん
ど
の
中
に
あ
っ
て
、
中
国
の
強
硬
な
姿
勢
は
際
立
つ
。

米
国
が
1
4
5
％
に
ま
で
関
税
を
引
き
上
げ
た
報
復
と
し
て
、
中
国

も
同
12
日
に
対
米
関
税
を
1
2
5
％
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の
際
、
中

国
政
府
は
声
明
で
「
も
は
や
中
国
の
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
米
国
か
ら
の
輸
入
品
は
な
い
」
と
指
摘
。「
数
字
の
遊
び
」

に
こ
れ
以
上
は
付
き
合
わ
ず
、
報
復
す
る
場
合
は
別
の
方
法
で
対
抗

す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
相
互
関
税
」
の
突
然
の
凍
結
に
よ
っ
て
む
き
出

し
と
な
っ
た
の
が
、
米
中
の
貿
易
戦
争
で
あ
る
。
関
税
政
策
を
主
導

す
る
ナ
バ
ロ
大
統
領
上
級
顧
問
（
貿
易
・
製
造
業
担
当
）
が
「
麻
薬
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戦
争
」
と
呼
び
、
メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
を
経
由
し
て
流
入
す
る
合
成

麻
薬
（
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
）
を
封
じ
る
第
1
弾
、
安
全
保
障
上
の
観
点

か
ら
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
排
除
す
る
第
2
弾
、
膨
大
な
貿
易
赤

字
を
削
減
す
る
「
相
互
関
税
」
を
柱
と
す
る
第
3
弾
は
、
い
ず
れ
も

中
国
を
標
的
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

日
本
や
ア
ジ
ア
の
外
交
官
が
「
も
ら
い
事
故
」
と
表
現
す
る
全
世

界
を
対
象
と
す
る
「
相
互
関
税
」
の
発
動
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
米

中
対
立
の
構
図
が
薄
れ
た
も
の
の
、「
90
日
間
の
停
止
」
の
一
斉
実

施
に
よ
っ
て
中
国
の
存
在
だ
け
が
際
立
ち
、
米
中
貿
易
戦
争
が
再
び

脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
個
々
の
貿

易
交
渉
よ
り
も
、
米
中
交
渉
の
展
望
に
焦
点
が
移
っ
て
い
る
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
中
国
と
の
「
取
引
」
に
前
向
き
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

米
中
交
渉
が
す
ぐ
に
で
も
始
ま
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
さ
そ

う
だ
。

米
国
「
ボ
ー
ル
は
中
国
に
」

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
レ
ビ
ッ
ト
大
統
領
報
道
官
は
4
月
15
日
の
記

者
会
見
で
、「
ボ
ー
ル
は
中
国
の
側
に
あ
る
。
取
引
す
る
必
要
が
あ

る
の
は
中
国
で
あ
り
、
我
々
で
は
な
い
。
中
国
は
米
国
の
消
費
者
を

必
要
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
優
位
性
を
強
調
し
た
。
米
国
勢
調
査

局
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
4
年
の
米
国
の
中
国
か
ら
の
輸
入

額
は
4
3
8
9
億
㌦
で
、
中
国
向
け
の
輸
出
は
1
4
3
5
億
㌦
だ
っ

た
。
3
0
0
0
億
㌦
近
い
膨
大
な
貿
易
赤
字
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
対

貿易戦争は米中の一騎打ち

圧力で対話促す

145％

125％

対話拒否し報復

トランプ米大統領 習近平中国国家主席

中国米国

中国は最悪の違反者だ。報復する
なと言ったのに報復した。相互関
税一時停止の対象にせず「倍返し」
だ。習近平氏は取引に応じるだろう
（トランプ氏）

もはや中国の市場に受け入れられ
る可能性がある米国からの輸入品
はない。今後、米国がこれ以上税
率を上げても中国は相手にはしない
（中国政府声明）

写真は、トランプ氏がホワイトハウスのFlickr から。習近平氏は毎日新聞記者撮影
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中
関
係
に
お
い
て
は
、
中
国
に
と
っ
て
米
国
が
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

だ
が
、中
国
は
一
歩
も
引
か
な
い
強
硬
姿
勢
だ
。米
通
信
社
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
の
報
道
に
よ
る
と
、
中
国
政
府
は
、
米
ボ
ー
イ
ン
グ
機
の

追
加
納
入
と
、
米
企
業
か
ら
の
航
空
機
関
連
の
機
器
や
部
品
の
購
入

を
そ
れ
ぞ
れ
停
止
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。
中
国
に
よ
る
米
国

製
航
空
機
の
大
量
発
注
は
、
米
中
経
済
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を

象
徴
す
る
も
の
だ
。
報
復
関
税
の
応
酬
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
が
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
判
断
だ
が
、
結
果
的
に
ボ
ー
イ
ン
グ
社

の
株
価
は
急
落
し
た
。

米
国
の
戦
略
は
「
中
国
孤
立
」
か

　

我
慢
比
べ
の
よ
う
な
様
相
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
描
く
戦
略
と

は
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
米
紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る
と
、ベ
ッ
セ
ン
ト
財
務
長
官
は
交
渉
を
通
じ
て
、

「
相
互
関
税
」
で
譲
歩
す
る
引
き
換
え
に
、
各
国
・
地
域
に
中
国
と

の
貿
易
や
投
資
を
制
限
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
、
中
国
を
孤
立
さ
せ

る
方
針
だ
と
い
う
。
中
国
の
製
品
が
第
三
国
経
由
で
米
国
に
流
入
す

る
こ
と
や
、
第
三
国
が
輸
入
し
た
中
国
製
品
を
国
内
で
消
費
し
、
国

内
で
製
造
し
た
同
様
の
製
品
を
米
国
に
輸
出
す
る
「
玉
突
き
」
を
防

止
す
る
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

　

米
中
が
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
税
率
を
継
続
し
た
場
合
、
中
国
が
逆
風

を
回
避
す
る
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
だ
ぶ
つ
い
た
自
国
製
品

トランプ政権の高関税政策を巡る経緯（4月20日現在）

2月1日 不法移民対策や薬物流入措置を名目にカナダとメキシコに25％、中国に10％の関税を課す大統領令に署名
3日 カナダとメキシコへの発動は延期。中国には発動

10日 中国が米国に対する報復関税発動。石炭などに最大15％
10日 すべての鉄鋼・アルミニウムに25％の関税決定。3月12日に発動

3月4日 カナダとメキシコに25％の関税発動。中国に追加10％課税
4日 中国が報復関税。農産物に最大15％追加

11日 レビット米大統領報道官が「日本は（米国から輸入する）コメに700％の高関税を課している」と言及
12日 すべての鉄鋼・アルミニウムに25％の関税発動
13日 カナダが報復関税。鉄鋼・アルミニウムなどに25％。世界貿易機関（WTO）に提訴
20日 欧州連合（EU）が4月1日に予定していた報復関税を延期

4月2日 一律10％の課税に加え、貿易赤字が大きい相手国・地域を対象に最大50％の「相互関税」発表
3日 25％の自動車関税発動
4日 中国が報復関税。中国に適用された「相互関税」と同じ税率の34％を追加
5日 一律10％の関税発動
9日「相互関税」発動。中国には追加して計104％に
9日「相互関税」発動直後に90日間の停止を決定。一律10％は継続。中国への関税は125％に上乗せし、計145％に

10日 中国が報復関税。84％追加関税
11日「相互関税」からスマートフォンとパソコンなどの適用除外を発表
12日  中国が報復関税。84％から125％に引き上げ実施
13日 スマホなどは別途、半導体関税の対象に、と軌道修正
13日 自動車関税から一部部品などの適用除外の検討を表明
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の
売
却
先
を
拡
大
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
巡
る
米
国
と
の
対
立
以
降
、
中
国
は
新
た
に
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
貿
易
関
係
を
強
化
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
相
互

関
税
」
発
動
後
、
習
近
平
国
家
主
席
が
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、多
国
間
貿
易
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
は
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
関
係
を
一
段
と
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る

の
は
、
明
ら
か
だ
。

　

一
方
、
米
国
は
、
医
療
品
な
ど
の
品
不
足
が
露
呈
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
の
教
訓
か
ら
、
中
国
に
依
存
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供

給
網
）
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
バ
イ
デ
ン
前
政
権
が
「
中
国
プ
ラ

ス
1
」
戦
略
を
取
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
を
組
み
込
む
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
様
化
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通

商
強
硬
派
は
「
中
国
プ
ラ
ス
1
」
戦
略
を
破
棄
し
、
中
国
か
ら
の
投

資
を
誘
致
し
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
に
対
し
て
も
高

い
関
税
を
課
し
た
。

　

こ
れ
は
、全
世
界
を
相
手
に
、「
あ
な
た
は
米
国
の
側
に
立
つ
の
か
、

中
国
の
側
に
立
つ
の
か
」
と
い
う
選
択
を
迫
り
、中
国
側
に
立
つ
国
・

地
域
は
す
べ
て
敵
だ
、
と
い
う
米
国
の
単
独
行
動
主
義
を
示
す
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
思
い
出
す
の
は
、
2
0
0
1
年
の
米
同
時
多
発
テ

ロ
後
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
米
大
統
領
が
、
国
際
社
会
に
対
し
て
「
米

国
の
味
方
か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
味
方
か
」
と
突
き
付
け
た
と
き
の
こ

と
だ
。「
味
方
か
敵
か
」
に
分
け
る
二
分
法
は
、
2
年
後
の
イ
ラ
ク

開
戦
へ
の
突
き
進
む
導
火
線
と
な
っ
た
。

パ
ナ
マ
運
河
問
題
は
攻
防
戦

　

中
国
と
縁
を
切
れ
ば
味
方
だ
が
、
中
国
と
の
付
き
合
い
を
継
続
す

る
な
ら
敵
だ

─
。
こ
う
し
た
「
威
嚇
外
交
」
は
す
で
に
別
の
場
所

で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
返
還
を
求
め
る
中
米
・
パ
ナ

マ
運
河
だ
。
運
河
の
両
端
の
港
湾
を
香
港
系
企
業
が
運
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
パ
ナ
マ
運
河
は
「
中
国
に
支
配
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張

し
、
安
全
保
障
上
の
理
由
か
ら
、
1
9
9
9
年
ま
で
米
国
が
管
理
し

て
い
た
パ
ナ
マ
運
河
を
「
奪
還
」
す
る
と
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
て

い
た
。

　

今
年
1
月
に
第
2
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
、
ル
ビ
オ
国
務
長

官
が
就
任
す
る
や
い
な
や
、
実
行
に
着
手
し
た
。
パ
ナ
マ
側
に
圧
力

を
か
け
た
結
果
、
香
港
の
複
合
企
業
「
長
江
和
記
実
業
」（
C
K
ハ

チ
ソ
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
は
3
月
、
傘
下
企
業
が
保
有
す
る

運
河
両
端
の
2
港
の
管
理
権
な
ど
を
米
資
産
運
用
会
社
「
ブ
ラ
ッ
ク

ロ
ッ
ク
」
を
中
心
と
す
る
企
業
連
合
に
売
却
す
る
基
本
合
意
を
結
ん

だ
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
中
国
側
も
猛
反
撃
し
、
売
却
の
行
方
は

混
迷
し
て
い
る
。

　

パ
ナ
マ
運
河
問
題
と
同
様
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
「
相
互
関
税
」

戦
略
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な
い
。
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

公
共
政
策
学
教
授
の
タ
ン
・
イ
エ
リ
ン
氏
は
米
経
済
誌
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
に
「
現
在
の
関
税
率
は
、
直
接
的
な
2
国
間
貿
易
の
ほ
と
ん
ど
に

障
害
が
生
じ
る
水
準
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
世
界
1
位
と
世
界
2
位
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の
経
済
規
模
を
持
つ
米
中
間
の
貿
易
が
途
絶
え
れ
ば
、
世
界
全
体
が

窒
息
す
る
。
米
中
が
生
き
残
れ
な
い
だ
け
で
な
く
世
界
の
経
済
シ
ス

テ
ム
が
破
綻
す
る
だ
ろ
う
。

　
「
相
互
関
税
」
発
表
後
、
ま
ず
動
い
た
の
は
46
％
を
掛
け
ら
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
だ
っ
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、
4
月
9
日
に
は
ベ

ト
ナ
ム
副
首
相
が
米
国
通
商
代
表
部
（
U
S
T
R
）
と
接
触
し
、
協

議
開
始
で
合
意
し
た
。 
米
国
は
「
中
国
製
品
が
『
ベ
ト
ナ
ム
製
』

の
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
低
い
関
税
で
米
国
に
流
入
し
て
い
る
」
と
主
張

し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は
国
内
を
経
由
す
る
中
国
製
品
の
監
視
を
強

化
す
る
方
針
を
伝
え
た
と
い
う
。
一
方
で
、
訪
越
し
た
習
氏
と
は
、

両
国
を
結
ぶ
鉄
道
網
整
備
や
農
産
品
の
貿
易
促
進
を
確
認
し
、
両
に

ら
み
の
戦
略
だ
。

「
米
国
の
経
済
力
が
中
国
を
打
倒
」

　

果
た
し
て
、
米
中
貿
易
戦
争
は
、
ど
ち
ら
に
有
利
な
の
だ
ろ
う
か
。

米
政
界
や
学
術
界
で
は
論
争
が
か
ま
び
す
し
い
が
、
米
中
の
関
係
を

「
新
冷
戦
」
と
い
う
位
置
付
け
、
米
国
が
有
利
だ
と
い
う
主
張
の
多

く
は
、
現
在
の
圧
倒
的
な
経
済
力
を
そ
の
要
因
に
あ
げ
て
い
る
。
米

タ
フ
ツ
大
准
教
授
（
政
治
学
）
で
、
米
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ア

メ
リ
カ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
非
常
勤
上
級
研
究
員
を
務
め

る
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ッ
ク
リ
ー
氏
は
「
米
国
は
分
裂
し
て
い
る
が
、
依

然
と
し
て
世
界
で
最
も
強
力
な
経
済
大
国
だ
」
と
主
張
す
る
。

　

米
外
交
誌
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
で
、「
米
国
は
世
界
の

国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の
26
%
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は

1
9
9
0
年
代
初
頭
の
『
米
一
極
化
時
代
』
と
変
わ
ら
な
い
。

2
0
0
8
年
に
は
ユ
ー
ロ
圏
の
経
済
規
模
と
ほ
ぼ
同
等
だ
っ
た
が
、

今
日
で
は
2
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
市
場
に
お
け
る
国
の

購
買
力
を
最
も
明
確
に
測
る
基
準
で
あ
る
現
在
の
ド
ル
建
て
で
見
る

と
、
中
国
経
済
は
米
国
に
比
べ
て
縮
小
し
て
い
る
」
と
記
し
、「
中

国
経
済
は
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
成
長
し
て
い
な
い
」
と
も
主
張
し

て
い
る
。

　

ま
た
、米
ラ
ン
ド
研
究
所
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ジ
ュ
ー
ド
・

ブ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
氏
と
米
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
中
国
セ
ン
タ
ー

所
長
の
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
ス
氏
は
お
な
じ
く
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー

ズ
で
「
米
国
は
多
く
の
欠
点
や
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性
を
抱
え
な
が
ら
も
、
経
済

の
活
力
、
世
界
的
な
軍
事
力
の
優
位
性
、
卓
越
し
た
人
的
資
本
、
回

復
力
の
あ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
中
国
が
根
本
的
に
欠
い
て
い
る

戦
略
的
な
重
層
性
を
備
え
て
い
る
」
と
し
、「
米
国
は
依
然
と
し
て

中
国
に
対
し
て
決
定
的
な
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

米
国
の
経
済
的
な
優
位
性
に
加
え
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が

実
施
し
て
き
た
経
済
政
策
の
「
失
政
」
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
。

米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
外
交
問
題
評
議
会
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
ソ
ン
ユ

ア
ン
・
ゾ
ー
イ
・
リ
ュ
ー
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
習
体
制
は
製

造
業
を
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
経
済
力
を
強
化
し
、
軍
備
を
増
強
さ
せ
て

い
る
が
、
国
内
消
費
を
積
極
的
に
喚
起
す
る
こ
と
は
な
く
、
過
剰
生

産
は
内
需
で
は
な
く
輸
出
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
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「
敗
北
す
る
の
は
米
国
」

　

マ
ク
ロ
の
話
で
は
、
こ
う
し
た
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
界

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
米
国
が
、
常
軌
を
逸
し
た
関
税
政
策
を
採

用
し
た
場
合
の
こ
と
ま
で
織
り
込
ん
で
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
目
の

前
の
貿
易
戦
争
で
は
、
世
論
や
市
場
の
動
向
に
反
応
し
や
す
い
米
国

が
、
よ
り
不
利
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
方
が
強
い
。「
敗
北
す
る

の
は
米
国
の
方
だ
」
と
指
摘
す
る
の
は
、「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
に
よ

る
影
響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
米
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経

済
研
究
所
所
長
の
ア
ダ
ム
・
ポ
ー
ゼ
ン
氏
だ
。

　

G
D
P
で
は
、
27
兆
㌦
の
米
国
と
18
兆
㌦
の
中
国
と
で
は
歴
然
の

差
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
経
済
規
模
の
優
位
性
を
背
景
に
緊

張
を
高
め
る
「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
ミ
ナ
ン
ス
（
優
位
性
）」

を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
ポ
ー
ゼ
ン
氏
は
「
こ
の
論

理
は
誤
り
だ
」
と
明
言
し
た
う
え
で
、「
こ
の
貿
易
戦
争
に
お
い
て
、

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
優
位
に
立
っ
て
い
る
の
は
中
国
だ
。
米
国
は

中
国
か
ら
重
要
な
物
資
を
調
達
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
ぐ
に
は

代
替
で
き
ず
、
国
内
で
法
外
な
コ
ス
ト
で
し
か
生
産
で
き
な
い
」
と

指
摘
す
る
。

米
国
兵
器
の
製
造
が
滞
る
懸
念
も

　

米
国
が
輸
入
し
て
い
る
「
代
替
の
利
か
な
い
モ
ノ
」
の
代
表
例
は
、

医
薬
品
の
原
料
や
兵
器
製
造
に
必
要
な
鉱
物
だ
。
鉱
物
の
レ
ア
ア
ー

ス
の
供
給
は
中
国
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
お
り
、
報
復
と
し
て
レ
ア
ア
ー

ス
の
輸
出
を
制
限
し
た
。
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
よ
る

と
、
レ
ア
ア
ー
ス
は
電
気
モ
ー
タ
ー
に
使
わ
れ
る
磁
石
の
材
料
で
、

戦
闘
機
、
軍
艦
、
ミ
サ
イ
ル
、
ド
ロ
ー
ン
、
戦
車
、
レ
ー
ザ
ー
な
ど

広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
最
新
鋭
の
F
35
戦
闘
機
の
場
合
、
1
機

に
つ
き
約
4
4
0
㌔
が
必
要
と
さ
れ
、
生
産
に
影
響
が
出
る
恐
れ
も

あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
日
用
品
は
中
国
か
ら
の
安
価
な
輸
入
品
が
多
い
が
、
高
関

税
に
よ
っ
て
輸
入
で
き
な
く
な
る
と
、
代
わ
っ
て
国
内
生
産
が
増
え

る
も
の
の
、
コ
ス
ト
は
高
く
な
り
、
価
格
に
反
映
さ
れ
て
物
価
高
に

つ
な
が
る
。
品
不
足
の
懸
念
が
高
ま
り
、
買
い
だ
め
に
走
れ
ば
、
さ

ら
に
値
上
が
り
す
る
。
国
際
的
な
信
用
も
低
下
す
る
。
米
国
へ
の
投

資
が
減
少
し
、
米
国
債
の
金
利
が
上
昇
す
る
。
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受

け
る
の
は
、
や
は
り
国
民
だ
。
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
の
金
利
が

上
が
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
生
活
を
圧
迫
す
る
。「
国
民
に
お
カ
ネ
を
取

り
戻
す
」
と
訴
え
る
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
今
度
、
支
持
層
か
ら
も
突
き

上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、
中
国
は
、
第
1
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
、
続
く
バ
イ
デ
ン
政

権
と
の
貿
易
戦
争
の
教
訓
か
ら
、「
脱
米
化
」
を
図
っ
て
き
た
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
当
局
者
は
、
中
国
の
経
済
は
米
国
消
費
者
へ
の
依
存

度
が
高
く
、
米
国
が
市
場
を
閉
鎖
す
れ
ば
、
中
国
は
販
売
先
を
失
い
、

経
済
が
崩
壊
す
る
、
と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
実
際
に

は
米
国
へ
の
依
存
度
は
低
下
し
て
い
る
。
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「
脱
米
国
」
急
ぐ
中
国

　

中
国
の
対
米
直
接
輸
出

の
割
合
は
現
在
15
%
未
満

で
、
第
1
次
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
対
中
貿
易
戦
争
を
仕

掛
け
た
2
0
1
8
年
の
約

19
%
か
ら
減
少
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
中
国
は
他

の
市
場
と
の
貿
易
関
係
を

強
化
し
、
米
国
産
商
品
の

代
替
品
を
探
し
、
自
国
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
へ
の

投
資
を
拡
大
し
て
き
た
。

農
業
製
品
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

貿
易
を
進
め
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
中
国
に
輸
出

さ
れ
る
牛
肉
は
過
去
2
カ

月
程
度
で
前
年
同
期
比

40
%
も
増
加
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
市
場
拡
大

が
す
ん
な
り
い
く
わ
け
で

は
な
い
。
習
近
平
主
席
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
並
行
し
て
欧
州
連

合
（
E
U
）
や
中
東
諸
国
と
の
貿
易
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
が
、
米

国
市
場
に
代
わ
る
輸
出
市
場
に
は
容
易
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
欧

州
で
あ
っ
て
も
米
国
ほ
ど
の
消
費
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
な
い
。
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
で
は
中
国
か
ら
製
品
が
大
量
に
流
入
す
る
こ
と
に
警
戒
感

が
あ
る
。
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
は
と
も
に
靴
の
生
産
で
知
ら
れ
る
が
、

東
南
ア
ジ
ア
に
中
国
製
の
靴
が
大
量
に
流
入
し
、
在
庫
が
膨
れ
て
い

る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
反
発
を
招
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
米
中
が
「
完
全
な
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
状
態
に

陥
れ
ば
、
双
方
が
痛
手
を
被
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
米
ミ
シ

ガ
ン
大
学
国
際
関
係
学
教
授
の
ア
イ
ア
ン
・
オ
ズ
グ
ッ
ド
氏
は

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
に
「
1
0
0
％
を
超
え
る
完
全
に
懲
罰
的
な
関
税

に
対
し
て
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
い
企
業
が
米
国
に
は
多
く
存

在
す
る
。
大
手
小
売
業
者
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
し
て
国
民
の
反
発
が
強
ま

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
中
国
の
国
民
は
米
国
の
横
暴
に
徹
底
抗
戦
す

る
構
え
だ
、
と
も
言
わ
れ
る
。

「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
懸
念
も

　

ポ
ー
ゼ
ン
氏
は
、そ
の
結
果
、不
況
と
イ
ン
フ
レ
が
併
存
す
る
「
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」の
よ
う
な
状
況
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

通
常
、
景
気
が
低
迷
す
る
と
失
業
率
が
上
昇
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
イ

ン
フ
レ
は
抑
制
さ
れ
る
が
、
1
9
7
0
年
代
に
物
価
高
と
景
気
後
退
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「
脱
米
国
」
急
ぐ
中
国

　

中
国
の
対
米
直
接
輸
出

の
割
合
は
現
在
15
%
未
満

で
、
第
1
次
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
対
中
貿
易
戦
争
を
仕

掛
け
た
2
0
1
8
年
の
約

19
%
か
ら
減
少
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
中
国
は
他

の
市
場
と
の
貿
易
関
係
を

強
化
し
、
米
国
産
商
品
の

代
替
品
を
探
し
、
自
国
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
へ
の

投
資
を
拡
大
し
て
き
た
。

農
業
製
品
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

貿
易
を
進
め
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
中
国
に
輸
出

さ
れ
る
牛
肉
は
過
去
2
カ

月
程
度
で
前
年
同
期
比

40
%
も
増
加
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
市
場
拡
大

が
す
ん
な
り
い
く
わ
け
で

が
併
存
す
る
契
機
と
な
っ
た
「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
の
よ
う
な
効
果

を
「
関
税
シ
ョ
ッ
ク
」
が
与
え
う
る
と
い
う
見
方
だ
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
「
1
9
7
0
年
代
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
」
と
い
う
見
方
が
強
い

が
、
そ
れ
で
も
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
痛
み
が
米
国
経
済
に
顕
在
化
す
れ
ば
、
米
国
は
関
税
を

引
き
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
期
間
を「
90
日
間
」と
制
限
し
た
。
仮
に
こ
の
間
に「
中

国
包
囲
網
」
の
構
築
に
失
敗
し
、「
相
互
関
税
」
を
再
発
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
れ
ば
、
再
び
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
混
乱
を
き
た

す
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
利
な
状
況
な
の
は
米
国
で
あ
り
、

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
米
国
だ
、
と
い
う
見
方
が
今
後
高

ま
る
に
違
い
な
い
。


